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 第 27回 FD フォーラムのシンポジウム 2は、2月 27日の 13時 30分から Zoomウェビナ

ーにて開催された。タイトルに掲げた「科目・教養・教員」それぞれの未来を展望するため

に、科目については清水一彦先生（山梨大学理事・副学長）に、教養については藤田潔さん

（三菱みらい育成財団常務理事）に、教員については瀬崎颯斗さん（同志社大学社会学部教

育文化学科 4回生）に、それぞれに話題提供をいただいた。話題提供に際しての資料は、コ

ーディネーターによる趣旨説明および参加者から寄せられた質問・コメント（ただし、当日

は実名で紹介した部分をイニシャルにして匿名化）も含め、別途提供しているので参照され

たい。なお、239名の参加申込者のうち、ライブで参加いただいたのは 165 名だった。 

 まず、清水先生に「大学連携と設置科目の新展開〜「大学アライアンスやまなし」の実践

から〜」と題し、約 30分をかけて、一般教育の歴史的変遷と「大学アライアンスやまなし」

の実践事例の紹介、そして大学等連携推進法人について話題提供をいただいた。一般教育の

歴史的変遷については、第二次世界大戦後の制度改革を通じてドイツ流のチェア制度から

アメリカ型のカリキュラム制度への移行した後、大学設置基準の大綱化で教養部が解体さ

れたことにより、(1)専門教育により一般教育が圧縮、(2)経済界の要請で専門教育に代替、

(3)大学人の理解不足、これら 3 つの理由で教養教育が衰退した、と整理された。そうした

中、1973年には筑波大学において「一般教育」を「共通教育」の名称に変更した上で履修コ

ースの設定や総合科目の開設などを行いつつ教員の所属と教育展開の機構との効果的な連

携を図る「教・教分離」をはじめとした革新的な教育システムの採用や、1996 年 10月の大

学審議会答申「21 世紀の大学像と今後の改革方策について－競争的環境の中で個性が輝く

大学－」で一定の揺り戻しがもたらされたものの、学制発布から 150 年ぶりの改革が大学等

連携推進法人という新たな制度だと確認された。この新たな制度では連携開設科目制度と

いう枠組みが導入されることとなり、具体的には文部科学大臣が認定する一般社団法人の

設立・運営に参加する大学間もしくは複数大学設置法人が設置する大学間で、単独では成

し得ない連携事業を展開により大学の機能強化を実現するため、独自性及び独立性の堅持

、Win-Winの関係構築、他大学のモデルとなる先導的施行の役割という3つの原則のもと、

他の大学が当該大学と連携して開設する授業科目を当該大学が自ら開設したものとみなす

ことができる特例措置を設けるとともに、共同教育課程を設ける場合の各大学で修得すべ

き単位数の緩和を規定する、という制度である。そして2021年4月から、日本初の大学等

連携推進法人「大学アライアンスやまなし」が事業を展開しており、清水先生はその制度

設計と事業推進にあたっているということもあって、連携教育事業のみならず、学生支援

事業や新たな大学づくりの3つの連携事業の現状と、コロナ禍の収束を経た対面での事業展

開を視野に入れた展望について、資料をもとに説明された。 

 続いては藤田さんに、三菱グループ 150 周年を契機に 15 歳から 20 歳までを対象とした

教育への支援のために設立された「三菱みらい育成財団」が 2021年度から開始した「21世

紀型教養教育プログラムへの助成について」の事例を紹介いただいた。諸外国の方々と、あ

るいは諸外国で仕事をしてきた三菱グループのメンバーの発案で、大学等へのヒアリング

や日本財団「18 歳意識調査」などの調査結果などを踏まえ、受験という仕組みの影響で受

け身になっている生徒や学生などに、(1)高等学校等が実施する探究学習、(2)学校外との連

携、(3)異能育成、(4)文理融合のリベラルアーツ、(5)主体的・協働的な学習を実践できる教

員養成・指導者育成の 5 つのカテゴリーにより、財団では助成を行っている。このうち(4)
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を 2 年度目から導入したのは、ヒアリングの際に大学の 1〜2 年と 3〜4 年の不連続が指摘

されたことに加えて、10 代の最後の 2 年間はその後の知識の習得にも関わって人格形成の

上で非常に重要な時期であり、そうした学びの定着には対話が重要という認識がもたらさ

れたためであるという。藤田さんからは三菱商事の在職時に採用担当を務めた経験も交え、

信・力・知を基本的資質として設定してみると、知は採用後に、また力も実務経験で磨くこ

とができるが、高い倫理感などは採用時の信に依拠するため、世界に通用する人間としての

素養を入社前から磨いていく必要があると捉えていること、転じて企業も変わってきてい

ることが示された。 

 そして瀬崎さんからは「学生たちで立ち上げるプレ FD コミュニティ：大学教育を担う未

来のファカルティを目指して」と題し、高等教育分野を専門として大学教員を志望している

という背景のもとで学部生のあいだから取り組み始めた各種の教育実践活動のうち、学生

の多様化には教員のコミュニケーション能力を高める必要があるとして展開してきた「プ

レ FD」活動について話題提供がなされた。2019 年 8 月 30 日の大学院設置基準の改正によ

り努力義務とされた（第 42 条の 2）大学院生のための教育研修を意味するプレ FD である

が、これは和製英語であり、英語圏では Preparing Future Faculty Program（PFF）などと呼ば

れているという。課外プログラムと正課の科目の両方で展開されるプレ FD は、「大学院生

のうちは研究に集中しては？」や「TA で充分では？」といった意見も寄せられるようだが、

前者は採用時に教育歴と研究歴の両方が重視されること、後者については文字通り補助者

（アシスタント）ではなく自らが授業をデザインすることとは意味が異なることから、徐々

に TF（Teaching Fellow）研修が展開されてきている、と示された。一方、各大学院での導入

は比較的低い水準（10%程度）にあることと個別の実践では参加者を集めにくいことを踏ま

え、瀬崎さんは文部科学省の Scheem-D（大学教育のデジタライゼーション・イニシアティ

ブ）の参画者（ピッチ・アクター）としてコミュニティづくりに取り組むこととし、共同実

践の場の創出やオンラインの公開セミナーの企画運営、その他にも高等学校での探究学習

の教材開発も行いながら、コミュニティに参加する学生・院生の各々の研究との往還をもた

らしたと報告された。その上で、プレ FD コミュニティは他分野を知る高度教養教育の機会

であるという観点から、今後のプレ FD に関する展望として(1)参加する大学院生の多様性

を確保、(2)効果検証、(3)大学コンソーシアムでのプログラム提供、(4)連携組織での雇用に

よる事業の共同化が挙げられた。 

 休憩の後、15:10からは参加者からからのコメント・質問をもとにしたディスカッション

の時間とした。冒頭に記したとおり、シンポジウム 2は Zoomウェビナーとして実施したた

め、ウェビナーの場合に使用可能な Q&A機能を使用し、寄せられた質問は登壇者のみなら

ず全参加者が逐次把握できるようにした。ただし、タブレットやスマートフォンで参加して

いる場合には把握が難しいことから、コーディネーターが趣旨説明に用いたスライドに貼

り付け、画面共有にて提示することとした。なお、限られた時間ということもあり、積極的

に返答は行わない感想についてはチャット機能を用いることとした。 

 以下、参加者から寄せられた質問と登壇者による回答をコーディネーターの文責により

記しておく。本シンポジウムは連携開設科目という新たな制度に対する科目の未来を、民間

財団の支援を踏まえた教養の未来を、人口減少時代に加えコロナ禍というパンデミックを

経た新たな世界を拓く未来の教員像を、それぞれ見出す契機となっていることを願って企
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画した。55名からいただいたアンケートでの自由記述を縦覧すれば、「教養教育の変遷、背

景と現状の問題点、これからの展望についての理解が進みました」（大学コンソーシアム京

都加盟校／教員）「三名の方にご講演いただいた内容は、いずれも今後の大学教育に不可欠

な内容であると再認識する機会となりました」（加盟校以外／職員）「大学での学びを実社会

にどう生かせるのかを考えました」（加盟校以外／教員）など、比較的好意的に受け止めて

いただけたと捉えているものの、登壇者 3 人の結び目となるべき存在であるにもかかわら

ず「コーディネーターのやや権威主義的な態度が気になった」（加盟校／教員）という厳し

い指摘があったことから、登壇者・参加者一人ひとりの立場や役割を尊重しきれていなかっ

たのだろうと内省を重ねている。一方で、27 回という数を重ねてきた FD フォーラムでは

あるが、「今後の教育をつくっていくためのアイデアに刺激を受けました」（加盟校以外／学

生）と、未来の担い手が参加し感想を残していることを希望の一つとして受けとめ、今後の

大学教育には明るい展望を抱くことができると確信したい。 

 

＜以下、清：清水先生、藤：藤田さん、瀬：瀬崎さん＞ 

Q1：一般教育・共通教育を大学全体にどう位置づけるかは、まだ過渡期にある大学が多い。

現在の大学の多様性から見て、トップダウンの連携・統合からはじまるのか、科目間連携の

ボトムアップからはじまるのか、それとも同時に起こっていくのか。（加盟校以外／教員） 

A1：清／そんなに簡単にはいかない。まずは学内の構成員への周知が必要。そこにかなり

神経を使った。そうしてコンフリクトがあれば、徐々に解消されていくだろう。とりわけ若

い先生に理解をしてもらうことが大事。また、進める上では、大学アライアンスやまなしの

動きを上から目線で押しつけると抵抗がある。6つのワーキンググループをつくって、ボト

ムアップスタイルにした。責任やお金についてはトップが目配りするということにした。大

学等連携法人は地域プラットフォームが基盤にないとうまくいかない。そのため、地域の活

性化も使命の一つになる。山梨から広めていきたい。文部科学省に、どれくらい制度を普及

させたいかと訊ねたところ、まずは制度ができたので、活用するのは現場、と。個人的には

制度を創設した以上、設置者を越えた連携の難しさについて理解をして欲しい。 

 

Q2：「一般社団法人大学アライアンスやまなし」で、大学間で具体的なメリットが生まれる

取組推進を展開される観点から、大学間連携組織「大学コンソーシアムやまなし」の存在意

義と役割、必要性はどのような点か。（加盟校以外／職員） 

A2：清／10 年以上、放送大学も含めて単位互換制度を含めた事業を「大学コンソーシアム

やまなし」が行ってきた。ただ、地理的要因や時間割の調整などもあって、京都などのよう

に積極的には展開できなかった。今回は積極的に連携開設科目が展開できる 2 大学から取

組を始めることにした。将来的に県域で展開することも見込めるが、まずはできるところか

ら進めた。全国で大学コンソーシアムが展開されているが、山梨では県の補助金なども含め

て縮小され、スピーチコンテストや合同説明会などの展開も行って情報交換の組織になっ

ている。新制度の導入・対応が進む中で事業の移行などが検討されるかもしれない。 

 

Q3：複数の大学が教養科目を共有する際、各大学のカリキュラムポリシーとの整合性はど

うされているか。カリキュラムポリシーのすり合わせが先で、新しいカリキュラムポリシー
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に合った科目配置や内容検討ができると、どの大学にとっても効果の高い教養教育ができ

るようになるのではないか。（加盟校／教員） 

A3：清／仰るとおり、カリキュラムポリシーを含め 3 ポリシーを見つめ直さないといけな

い。見つめ直すことについては大学間で合意できている。その結果として大きな変更はない

が、今後、科目数が増え、共同でコースを設置するとなると変更をしないといけない。 

 

Q4：大学での教育目的はどのようなものと考えているか、大学教員を目標とする学生がも

っている大学のイメージを知りたい。（加盟校以外／教員） 

A4：瀬／大学教育の目的は、学生の専門的な知識・技能、汎用的な能力を養うことだと考え

ている。専門的な知識・技能に関しては、高校までは自分の興味関心を追求する時間はなか

なか取れないことから「学生が学びたいことを追求できる場」として、各学問分野の見方か

ら社会への見方をひろげることが大切になるのではないか。そして知識をどう活用するか、

どのように表現するか、といったときに「社会に接続する最後の砦としての教育の場」とし

て、汎用的な能力が必要になると考えている。 

 

Q5：先日「大学生になった、大学で学んだという実感がないままに、就職、卒業後の進路と

追われる。これが大学なのか」と言われた。各大学では、就活と、大学での学びを、どのよ

うに整合性をとっているか。（加盟校／教員） 

A4：瀬／就活は大学の学びを圧迫している部分がある。そもそも大学での正課の学習が就

活で積極的に評価されてきていなかったのではないか。むしろ大学在学中での経験が問わ

れてきたのでは？ 

清／アラフォー世代の就職氷河期のことを想い起こす。学校教育においては 12 年間・約

10,000時間をかけて生きる力を学ぶ。大学は 4年間で 5,500時間。医師などではプラス αの

専門教育では 10,000 時間になる。高大接続がなされてきたが、これからは大社接続を見越

していくといいのではないか？大学も、職場もフォローしながら研修を積んでいくような

システムを持たないといけないだろう。インターンシップなどで大学と企業等との接続を

考えているが、大学 4 年と就職後 3 年と連続した取組が重要ではないか？そこでは「生き

方を学ぶ」。そうして老後には「生きがいを学ぶ」という展開とつながっていくだろう。 

藤／エントリーシートの数を見ても、みんなあせっているように見受けられるそうした中、

就職して 2〜3年の先輩の話を聞くのがよいのでは？ロールモデルになりそうな人との関わ

りを通じて自分を知る機会になり、科目を通じた学びではないアクションへとつながるだ

ろう。ただ、個人情報保護の関係で、どこに誰が就職したか、という情報を手にすることが

難しく、自分を確立してからでないと就活ができないにもかかわらず、ただあせってしまっ

ているところがあるのではないか。コロナ禍は未曾有の出来事で解がないかもしれないが、

就職後の人生の 3〜4 年のところでどうしているか訊ねてみては？ 

 

Q6：「科目・教養・教員の未来」として、リカレント教育をどう捉えているか。（加盟校以外

／教員） 

A6：清／リカレントとは「繰り返す（還流）」という意味でヨーロッパでは盛んに取り組ま

れてきた。今回「科学技術・イノベーション基本計画」の閣議決定（2021年 3月 26日）も
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あり、政策の俎上に載っていく。そもそも社会人が半年、高等教育機関にいること自体が難

しい。短い期間でのプログラムを連続的に展開することで、人生 100年時代に対応していく

必要があるだろう。実際、大学アライアンスやまなしでも射程に入れている。需要はあり、

STEAM人材の育成など、魅力あるカリキュラムを設計していかなければならない。 

藤／リカレント教育は大学側でよく言っているが、少なくとも企業側では企業内で研修を

行っている。その際、大学の先生が企業に研修に来てもらっても、果たしてどのような学び

があるか、という観点で考えないといけないと捉えている。一生学び続けることが重要であ

ることは言うまでもないが、リカレント教育という枠組みで連携できるのか、棲み分けがで

きるのか、丁寧な検討が必要。 

瀬／理論と実践の往還が重要。学びたくなったときに学ぶ、大学院に行く、ということが必

要。社会を広く経験している場合、経験が多くある分、学問が絞られたところで学ぶことが

できるのではないか？ 

 

Q7：いまの社会では短期的かつ数字に表せるような成果が求められ、大学教育の場に余裕

がないと感じている。特に専門資格を養成しなければならない場合に、専門教育に比べて教

養を含めた大学教育の優先度が低くなっているのではないか？（加盟校以外／学生） 

A7：清／教養部が改組され、京都大学が総合人間学部を設置した。その際のコンセプトは

自分の専門以外が全部教養、という考えを置いた。筑波大学の関連科目もその考えに則って

いる。自分の専門以外の学びの機会を開くことが大切。もともと人文・社会・自然というハ

ーバードモデルのもとで 4 年間かけてバランス良く学ぶように、とされてきたのが一般教

育。医学部も 4+2 だったのが 6 年一貫になり、結果として教養教育が軽視されることにな

った。専門の基礎の部分は教養のはず。ただ、専門職の場合はカリキュラムに縛りがある。

特に医学系では厚生労働省と文部科学省とのあいだの調整が必要。 

藤／特に医学教育では、仕事をする中で必ず必要となるのが教養。ぜひ、大学内で有効なプ

ログラムが展開されて欲しい。 

瀬／こちらも、理論と実践の往還が重要。少なくとも自分に引きつけると、専門性が高い人

ほど教養が必要になっていくのではないか。今の時代、広く専門性を追求しながら教養を身

につける T 型人材や、さらに複数の専門を持つ Π 型人材が必要とされている。そうして専

門性のもとで広い教養があれば、他分野の人と互いにつながりやすくなるだろう。 
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※本プログラムは三菱みらい育成財団の助成により、2023年度まで実施予定です。
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みらいゼミ
わたしたちの学ぶ場を

自由にデザインしてみよう
　

はじめる !! さがす !!

みらいゼミでは、学生の“もやもや”を共有し一緒に考えたり、道しるべを一緒に探してくれたりする院生や教員、社会人などのサポー
ターを募集しています。

NEWS

参加者募集中

応援する !!

[立命館大学学生対象] 「みらいゼミ」スプリングセッション特別企画 「検索では届かない、雑誌『モノノメ』読
書会」

2022.2.3

12/4~2/14 みらいゼミエンパワメント企画「How to Futurize ワークショップ」2021.11.15

みらいゼミ（未来共創リベラルアーツ・ゼミ）START2021.10.28

[立命館学園構成員対象] 11/13 みらいゼミ企画「How to Futurize―シンギュラリティ流 私と社会の未来化」2021.10.26

全て見る !!

投稿がありません。

メンバー募集中の全てのゼミを見る !!

みらいゼミとは？ 概要 （はじめる）応募・相談 （さがす）ゼミ一覧 （伝える）ゼミレポート （応援する）サポーター募集

文字サイズを変更 背景色を変更 検索小 大 白 黒 "
立命館大学　教養教育　みらいゼミ
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組織概要

共通教育推進機構

目的

共通教育推進機構は、3つのセンター（教養教育、キャリア教育、サービスラーニン
グ）を置き、本学における共通教育の一部を統合して運営する教学機関です。

役割

運営体制

共通教育総合センター会議

共通教育推進機構

キャリア教育センター ホームページ

サービスラーニングセンター ホームページ

教養科目基本担当者制度

複数クラス開講する科目全体をコーディネートし、FD活動の中心的な役割を担い、か
つ当該科目を担当する。
基本担当者は担当科目に関して次の役割を担う。

基本担当者会議（年4回程度の開催）

目担当者会議（随時開催）

教養科目教育実践支援制度

ゲストスピーカー招聘（講師謝礼・交通費等）支援制度

教養科目の授業において、ゲストスピーカーを招聘する際の講師への謝礼・交通費
（実費支給）等の補助

TA・ES導入制度

授業環境を整え、学生の学習効果を高めるとともに、担当教員の授業運営を支援する
ため、TA（ティーチング・アシスタント）・ES（教育サポーター）の導入支援

教養教育の企画・運営に中心的な役割を果たす1

全学共通のキャリア教育を推進する2

全学共通のサービスラーニングを推進する3

全学共通で推進すべき諸課題の調査・提案を行う4

専門教育との有機的連携を視野に入れた教養教育の推進
各学部のキャリア形成の取り組みと整合性を図りつつ進めるキャリア教育の推進
社会と連携し、地域に貢献するサービスラーニングの推進

教養教育、キャリア教育およびサービスラーニング等の調査・企画を行うととも
に、これらの教学の推進を目的とする
機構およびセンターの基本方針を策定し、全学部・教学機関代表によって構成され
る教学委員会で報告、了承を得る

教養教育に関する政策立案1

各学部および教学機関における教養教育に関する課題の集約2

教養教育担当教員の任用についての基本方針および調整3

基本担当者への依頼事項および基本担当者からの要請事項の集約および整理4

教養教育の課題・政策に関するWGの設置および取りまとめ5

教養教育に関する調査・研究6

教養教育におけるFD活動の推進および自己評価7

その他、教養教育センターの目的を達成するために必要な事項の検討8

必要に応じた、前各号の事項に関する共通教育総合センター会議への課題提起お
よび審議の要請

9

科目担当者の組織および斡旋の援助1

科目概要の作成2

シラバスに関する担当者間の調整3

授業進捗状況の把握4

成績評価基準・方法に関する担当者間の調整5

授業改善（FD）活動6

基本担当者と教養教育センターにより構成
年度総括と次年度方針の確認
授業状況の把握、評価基準の共有、FD等
シラバス点検、科目担当など次年度開講調整

基本担当者および各科目の担当者により構成し、当該科目のFDを促進
科目担当者間教科研究の実践

組織概要
共通教育推進機構
教員紹介

教育内容
立命館大学の教養教育
キャリア教育科目
サービスラーニング科目

科目紹介
科目一覧
科目紹介（2019年度以前入学者向け）

授業レポート
レポート一覧

ニュース
ニュース一覧
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このサイトについて プライバシーポリシー 関連リンク

受験生の方
在学生の方
保護者の方
卒業生の方
一般・企業の方
ご支援をお考えの方

教職員ポータル

立命館大学入試情報サイト
研究者データベース
アクセス
キャンパスマップ
採用情報
お問い合わせ

サイトマップ

学生どうしによるピア・サポート

仲間から多くのことを学ぶ。学びを通してお互いを高め合
う。

支えあいながら、自分自身も学び成長する仕組み
立命館大学独自の「学びのコミュニティ」と「ピア・サポート」

　立命館大学では、正課授業はもちろんのこと、正課外にも海外留学や資格取得講座、課外自主活動な
ど広範囲にわたり学びの場「学びのコミュニティ」があり、学生一人ひとりがもつ能力を活かして目標
を実現できる機会やプロセスを整備しています。
　なかでも、学生の学生による支援「ピア･サポート」は、国や地域、価値観など多様なバックグラウ
ンドをもつ学生同士が出会い、仲間との共同作業によって、悩み、葛藤を乗り越える良い機会となりま
す。自己を見つめ多様性を受け入れることで、より豊かに視野を広げることができ、1人では得ること
のできない成長につながります。また、さまざまな役割を担った学生が集い、それぞれの知識や経験の
バトンを仲間や次世代へとつないでいます。
　このような、学生が学生生活、学業において互いに切磋琢磨しながら成長する仕組みは、立命館大学
の学びのコミュニティの強い原動力となっています。全国から、世界から高い意識をもった学生が集ま
る立命館大学だからこそ、学びのコミュニティは個性豊かに躍動し、お互いを高め合える場として皆さ
んの学生生活をサポートします。

　立命館大学で

学生生活・就職> 学生どうしによるピア・サポート>

学生生活・就職
Student Life and Career Support

学生生活・就職

奨学金制度（学部生対象）

奨学金制度（大学院生対象）

進路・就職支援

学生イベント・スポーツ

グローバル視点で学ぶ

社会との関係を深める

サークル・課外活動

学生関連施設セミナーハウ
ス・体育館・学生会館

安心・安全な学生生活を送る

キャンパス全面禁煙化

交流・活動する

学生どうしによるピア・サポ
ート

受験生の方 在学生の方 保護者の方 卒業生の方 一般・企業の方 ご支援をお考えの方
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トップ 開催趣旨 スケジュール プログラム概要 ポスターセッション 全国大学コンソーシアム協議会 協賛企業 お問い合せ

12:30-13:30 ポスターセッションコアタイム（受付 12:15～）

・全国大学コンソーシアム協議会 加盟10団体が、各コンソーシアムの特色ある教育に関する取組事例について発表します。

・Zoomミーティング（ブレイクアウトルーム）を使用し、オンラインでポスター発表及び質疑応答を行います。

下記Zoomミーティングにアクセスいただき、ご入室ください。

ポスターセッション会場はこちら
（Zoomが起動します）

事前のお申込みは不要、どなたでもご参加いただけます。

是非お気軽にご参加ください。

ZoomミーティングのID、パスワードを求められる際は下記の内容を参照ください。

ID：981 5950 3564

パスコード：Ps2021

ルーム1 キャンパス・コンソーシアム函館

出展テーマ

合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について

概要

函館市内の８高等教育機関の学生が一堂に会し、普段研究し

ている内容や成果などをポスター展示や実演によって発表しあ

う合同研究発表会です。教員間・学生間等の交流や相互刺激

による教育連携活動の促進、各高等教育機関の学術・研究成

果などの一般公開による知名度・認知度のアップ、企業や地域

住民や中・高校生などとの連携のためのシーズの場づくりを目

的に、他地域の大学、企業などから多くの発表者（チーム）を募

り、また多くの企業、市民の会場への参加を募ることで、学生が

日々行っている研究内容を広く知ってもらうとともに、交流をよ

り活性化させることによって、学生と企業や地域の方々との関

係を構築できる場となることを目指しています。

時間配分

10分
合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について発
表①（１回目）

20分 質疑応答

10分
合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について発
表②（2回目）

20分 質疑応答

ルーム2 公益社団法人　学術・文化・産業　ネットワーク多摩

出展テーマ

「地域活性化人材」育成めざした事業開発

概要

400万人で構成される多摩地域の魅力づくりを目指して、産官

学連携の経営資源を積極的に投入する各種事業を「新たに開

発」し展開しています。特に地域活性化人材づくりを主要目的と

し、企業との合同で給付型奨学金制度、行政と組んで行政人材

育成「行政スクール」、地域活性化を狙う学生アイディアコンテ

スト「まちづくりコンペ」などをがあります。

時間配分

25分 事例説明：各種事業のねらい目と具体的内容の説明

35分 質問受付

ルーム3 大学コンソーシアム八王子

出展テーマ

学生の学びを深め、地域に貢献する「学生発表会」

概要

学生発表会における３つの成果（①学生への教育効果、②地域

貢献、③高大連携）を紹介します。「学生のコミュニケーションと

プレゼンテーション能力の向上」と「大学等と産業界・地域との

更なる交流を図る産学公民連携の機会」として、年1回開催さ

れる卒業研究、ゼミにおける取組み等の研究・調査成果を発表

する本会は、学園都市八王子の発展を担う中核事業の１つであ

り、2001年度より継続実施されています。

時間配分

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（１回目）；発表者①

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（2回目）；発表者②

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（3回目）；発表者③

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（4回目）；発表者④

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（5回目）；発表者⑤

6分 質疑応答

ルーム4 公益社団法人　ふじのくに地域・大学コンソーシアム

出展テーマ

短期集中単位互換授業（ふじのくに学）の取組紹介

概要

短期集中単位互換授業（ふじのくに学）では、学生の他大学の

科目の履修を在籍大学の単位として認定しています。静岡県に

ちなんだ、「ふじのくに学」のテーマに沿った科目を提供し、フィ

ールドワークを含む集中講義を開催することで、異なる大学生

同士の交流を図り、県内への理解の促進、愛着心の醸成につ

なげることを狙いとしています。 現在は9大学と協定を結び、

2019年度からは南大阪地域大学コンソーシアムとも広域単

位互換協定を結びました。

時間配分

10分 短期集中単位互換授業（ふじのくに学）発表（１回目）

20分 質疑応答

10分 短期集中単位互換授業（ふじのくに学）発表（２回目）

20分 質疑応答

ルーム5 公益社団法人　大学コンソーシアム京都

出展テーマ

大学コンソーシアムにおける単位互換事業の現在～全国調査速報～

概要

大学コンソーシアムでの単位互換事業は加盟校の学生らに新

たな学びの経験を提供し、かつ特色ある科目開発を通じた加盟

校の連携・協力を促進する契機となっています。一方、授業のオ

ンライン化など、コロナ禍を前後して学びの制度と様式が大き

く変化しています。2021年度、大学コンソーシアム京都では単

位互換をテーマとした指定課題調査が進められており、本報告

ではそのうち全国大学コンソーシアム協議会の会員向けのア

ンケート結果を速報として報告します。

時間配分

10分 ポスターの閲覧、コメント収集、個別質問対応。

10分 概要説明

10分 参加者との対話

10分 概要説明

10分 参加者との対話

10分 寄せられたコメント・質問の再整理、個別質問対応。

ルーム6 特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪

出展テーマ

大学コンソーシアム大阪の活動紹介

概要

大学コンソーシアム大阪の取り組み全般についてご紹介しま

す。本法人は、「高大連携」「大学間連携」「インターンシップ」

「国際交流」「地域連携」「研修」の6つの柱で活動を進めていま

すが、今般のコロナ禍で実地活動が頓挫する中、Zoomや

Slackなどのオンラインツールを活用した新しい活動のあり方

を模索し進めてきました。コンソーシアム活動の急激な転換が

迫られた中での新たな気づきや課題などにも触れながら発表

します。

時間配分

30分 事業説明

20分 質疑応答

10分 バッファー（質疑応答が延長した場合の調整時間）

ルーム7 一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸

出展テーマ

『次代を担う、個性あふれる「ふるさと兵庫」人材の育成』

概要

兵庫県下の39校＜31大学・7短大(部)・1高専＞が加盟。学生

約10.6万人と教職員が6事業委員会（国際交流、学生交流、教

育連携、キャリア、高大連携、FDSD）を基盤に多彩な活動中で

す。①地域の活性化、県内の若者人口増加のための連携、②地

域課題と向き合う交流を通じた社会人基礎力の養成、③“ひょ

うご神戸”の国際性を活かしたグローバル教育支援、④県内大

学の教育・研究の質を高める多元的研修事業をテーマに、取り

組んでいます。

時間配分

５分 動画「大学コンソーシアムひょうご神戸　取組概要」

10分
取組事例「大学コンソーシアムひょうご神戸
6事業委員会活動報告」

15分 質疑応答

５分 動画「大学コンソーシアムひょうご神戸　取組概要」

10分
取組事例「大学コンソーシアムひょうご神戸
6事業委員会活動報告」

15分 質疑応答

ルーム8 大学コンソーシアム岡山

出展テーマ

コロナ禍の影響下で実施した活動

概要

○「新型コロナウイルス感染対策情報交換会」を3回開催し、本

コンソーシアムの正会員である岡山県と県内大学が情報共有

の場を設け、感染拡大防止に役立てています。また緊急連絡網

を作成して体制を整えています。県から各大学への感染拡大防

止対策強化に関する協力要請は、都度速やかに対応していま

す。

○コロナ禍で困っている学生を支援するための県産米の寄贈

に関わる取り纏めを行い、県内の学生や食堂に配給しました。

○これまで対面で開催していた各種委員会や事業等は、感染

拡大防止のためオンラインを活用して予定通り開催していま

す。

○県内病院の医療従事者の方々に感謝の気持ちを届けるため

に、大勢の学生が直筆でメッセージカードを作成しています。

時間配分

10分

取組事例「コロナ禍の影響下で実施した活動について」 発表
（1回目 12:30～12:40）
・コロナ感染対策情報交換会、緊急連絡網作成、学生配給支
援、医療従事者へメッセージ送付、事業のオンライン開催）

20分 質疑応答 （1回目 12:40～13:00）

10分

取組事例「コロナ禍の影響下で実施した活動について」 発表
（2回目 13:00～13:10）
・コロナ感染対策情報交換会、緊急連絡網作成、学生配給支
援、医療従事者へメッセージ送付、事業のオンライン開催

20分 質疑応答 （2回目 13:10～13:30）

ルーム9 一般社団法人教育ネットワーク中国

出展テーマ

中国新聞キャンパスリポーター制度の紹介と活動報告

概要

教育ネットワーク中国は学生たちに様々な学習機会を提供して

います。その活動の一つである、中国新聞キャンパスリポーター

制度について紹介致します。中国新聞社の協力のもと、学生が

取材した記事を執筆し、中国新聞、Webサイトに掲載されます。

学生は文章力向上の他、プレゼンテーション能力や社会人基

礎力も身に付けることが出来ます。本発表では、この制度を実

際に活用した学生と卒業生からの活動報告も行います。

時間配分

５分 教育ネットワーク中国取組事業の紹介

５分 キャンパスリポーター制度の概要

10分 キャンパスリポーター学生活動報告①

10分 キャンパスリポーター学生活動報告②

10分 キャリア形成としてのキャンパスリポーター活動報告（卒業生）

20分 パネルディスカッション（質疑応答）

ルーム10 一般社団法人　大学コンソーシアム熊本

出展テーマ

地域課題解決のための政策アイデアコンテストの取り組みについて

概要

当コンソーシアムには４つの専門部会がありそれぞれ事業を行

っています。４つの専門部会の１つに「地域創造部会」があり、そ

の活動目的は大学等と行政、産業界、市民等との連携を促進

し、地域のシンクタンクとしての役割を担うことを目的としてい

ますが、今まで十分にその機能を果たせていませんでした。この

ため今年度より、熊本県・熊本市の協力を得て「地域課題解決

のための政策アイデアコンテスト」を企画し、実施に向けて動き

出しました。内容は熊本県、熊本市より地域の課題を提示して

いただき、その課題について各大学等に参加学生を募り、現

在、応募した学生が課題解決に向けた政策アイデアの構築に

取り組んでいるところです。本紹介はまだ途中の報告ですが、同

様な取り組みを実施しておられる全国のコンソーシアムよりア

ドバイスをいただきたいと思います。

時間配分

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（1回目）

10分 質疑応答

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（2回目）

10分 質疑応答

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（3回目）

10分 質疑応答

ポスターセッション

トップ 開催趣旨 スケジュール プログラム概要 ポスターセッション 全国大学コンソーシアム協議会 協賛企業 お問い合せ

12:30-13:30 ポスターセッションコアタイム（受付 12:15～）

・全国大学コンソーシアム協議会 加盟10団体が、各コンソーシアムの特色ある教育に関する取組事例について発表します。

・Zoomミーティング（ブレイクアウトルーム）を使用し、オンラインでポスター発表及び質疑応答を行います。

下記Zoomミーティングにアクセスいただき、ご入室ください。

ポスターセッション会場はこちら
（Zoomが起動します）

事前のお申込みは不要、どなたでもご参加いただけます。

是非お気軽にご参加ください。

ZoomミーティングのID、パスワードを求められる際は下記の内容を参照ください。

ID：981 5950 3564

パスコード：Ps2021

ルーム1 キャンパス・コンソーシアム函館

出展テーマ

合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について

概要

函館市内の８高等教育機関の学生が一堂に会し、普段研究し

ている内容や成果などをポスター展示や実演によって発表しあ

う合同研究発表会です。教員間・学生間等の交流や相互刺激

による教育連携活動の促進、各高等教育機関の学術・研究成

果などの一般公開による知名度・認知度のアップ、企業や地域

住民や中・高校生などとの連携のためのシーズの場づくりを目

的に、他地域の大学、企業などから多くの発表者（チーム）を募

り、また多くの企業、市民の会場への参加を募ることで、学生が

日々行っている研究内容を広く知ってもらうとともに、交流をよ

り活性化させることによって、学生と企業や地域の方々との関

係を構築できる場となることを目指しています。

時間配分

10分
合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について発
表①（１回目）

20分 質疑応答

10分
合同研究発表会「HAKODATEアカデミックリンク」について発
表②（2回目）

20分 質疑応答

ルーム2 公益社団法人　学術・文化・産業　ネットワーク多摩

出展テーマ

「地域活性化人材」育成めざした事業開発

概要

400万人で構成される多摩地域の魅力づくりを目指して、産官

学連携の経営資源を積極的に投入する各種事業を「新たに開

発」し展開しています。特に地域活性化人材づくりを主要目的と

し、企業との合同で給付型奨学金制度、行政と組んで行政人材

育成「行政スクール」、地域活性化を狙う学生アイディアコンテ

スト「まちづくりコンペ」などをがあります。

時間配分

25分 事例説明：各種事業のねらい目と具体的内容の説明

35分 質問受付

ルーム3 大学コンソーシアム八王子

出展テーマ

学生の学びを深め、地域に貢献する「学生発表会」

概要

学生発表会における３つの成果（①学生への教育効果、②地域

貢献、③高大連携）を紹介します。「学生のコミュニケーションと

プレゼンテーション能力の向上」と「大学等と産業界・地域との

更なる交流を図る産学公民連携の機会」として、年1回開催さ

れる卒業研究、ゼミにおける取組み等の研究・調査成果を発表

する本会は、学園都市八王子の発展を担う中核事業の１つであ

り、2001年度より継続実施されています。

時間配分

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（１回目）；発表者①

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（2回目）；発表者②

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（3回目）；発表者③

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（4回目）；発表者④

6分 質疑応答

6分 取組事例「学生発表会の概要と成果」発表（5回目）；発表者⑤

6分 質疑応答

ルーム4 公益社団法人　ふじのくに地域・大学コンソーシアム

出展テーマ

短期集中単位互換授業（ふじのくに学）の取組紹介

概要

短期集中単位互換授業（ふじのくに学）では、学生の他大学の

科目の履修を在籍大学の単位として認定しています。静岡県に

ちなんだ、「ふじのくに学」のテーマに沿った科目を提供し、フィ

ールドワークを含む集中講義を開催することで、異なる大学生

同士の交流を図り、県内への理解の促進、愛着心の醸成につ

なげることを狙いとしています。 現在は9大学と協定を結び、

2019年度からは南大阪地域大学コンソーシアムとも広域単

位互換協定を結びました。

時間配分

10分 短期集中単位互換授業（ふじのくに学）発表（１回目）

20分 質疑応答

10分 短期集中単位互換授業（ふじのくに学）発表（２回目）

20分 質疑応答

ルーム5 公益社団法人　大学コンソーシアム京都

出展テーマ

大学コンソーシアムにおける単位互換事業の現在～全国調査速報～

概要

大学コンソーシアムでの単位互換事業は加盟校の学生らに新

たな学びの経験を提供し、かつ特色ある科目開発を通じた加盟

校の連携・協力を促進する契機となっています。一方、授業のオ

ンライン化など、コロナ禍を前後して学びの制度と様式が大き

く変化しています。2021年度、大学コンソーシアム京都では単

位互換をテーマとした指定課題調査が進められており、本報告

ではそのうち全国大学コンソーシアム協議会の会員向けのア

ンケート結果を速報として報告します。

時間配分

10分 ポスターの閲覧、コメント収集、個別質問対応。

10分 概要説明

10分 参加者との対話

10分 概要説明

10分 参加者との対話

10分 寄せられたコメント・質問の再整理、個別質問対応。

ルーム6 特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪

出展テーマ

大学コンソーシアム大阪の活動紹介

概要

大学コンソーシアム大阪の取り組み全般についてご紹介しま

す。本法人は、「高大連携」「大学間連携」「インターンシップ」

「国際交流」「地域連携」「研修」の6つの柱で活動を進めていま

すが、今般のコロナ禍で実地活動が頓挫する中、Zoomや

Slackなどのオンラインツールを活用した新しい活動のあり方

を模索し進めてきました。コンソーシアム活動の急激な転換が

迫られた中での新たな気づきや課題などにも触れながら発表

します。

時間配分

30分 事業説明

20分 質疑応答

10分 バッファー（質疑応答が延長した場合の調整時間）

ルーム7 一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸

出展テーマ

『次代を担う、個性あふれる「ふるさと兵庫」人材の育成』

概要

兵庫県下の39校＜31大学・7短大(部)・1高専＞が加盟。学生

約10.6万人と教職員が6事業委員会（国際交流、学生交流、教

育連携、キャリア、高大連携、FDSD）を基盤に多彩な活動中で

す。①地域の活性化、県内の若者人口増加のための連携、②地

域課題と向き合う交流を通じた社会人基礎力の養成、③“ひょ

うご神戸”の国際性を活かしたグローバル教育支援、④県内大

学の教育・研究の質を高める多元的研修事業をテーマに、取り

組んでいます。

時間配分

５分 動画「大学コンソーシアムひょうご神戸　取組概要」

10分
取組事例「大学コンソーシアムひょうご神戸
6事業委員会活動報告」

15分 質疑応答

５分 動画「大学コンソーシアムひょうご神戸　取組概要」

10分
取組事例「大学コンソーシアムひょうご神戸
6事業委員会活動報告」

15分 質疑応答

ルーム8 大学コンソーシアム岡山

出展テーマ

コロナ禍の影響下で実施した活動

概要

○「新型コロナウイルス感染対策情報交換会」を3回開催し、本

コンソーシアムの正会員である岡山県と県内大学が情報共有

の場を設け、感染拡大防止に役立てています。また緊急連絡網

を作成して体制を整えています。県から各大学への感染拡大防

止対策強化に関する協力要請は、都度速やかに対応していま

す。

○コロナ禍で困っている学生を支援するための県産米の寄贈

に関わる取り纏めを行い、県内の学生や食堂に配給しました。

○これまで対面で開催していた各種委員会や事業等は、感染

拡大防止のためオンラインを活用して予定通り開催していま

す。

○県内病院の医療従事者の方々に感謝の気持ちを届けるため

に、大勢の学生が直筆でメッセージカードを作成しています。

時間配分

10分

取組事例「コロナ禍の影響下で実施した活動について」 発表
（1回目 12:30～12:40）
・コロナ感染対策情報交換会、緊急連絡網作成、学生配給支
援、医療従事者へメッセージ送付、事業のオンライン開催）

20分 質疑応答 （1回目 12:40～13:00）

10分

取組事例「コロナ禍の影響下で実施した活動について」 発表
（2回目 13:00～13:10）
・コロナ感染対策情報交換会、緊急連絡網作成、学生配給支
援、医療従事者へメッセージ送付、事業のオンライン開催

20分 質疑応答 （2回目 13:10～13:30）

ルーム9 一般社団法人教育ネットワーク中国

出展テーマ

中国新聞キャンパスリポーター制度の紹介と活動報告

概要

教育ネットワーク中国は学生たちに様々な学習機会を提供して

います。その活動の一つである、中国新聞キャンパスリポーター

制度について紹介致します。中国新聞社の協力のもと、学生が

取材した記事を執筆し、中国新聞、Webサイトに掲載されます。

学生は文章力向上の他、プレゼンテーション能力や社会人基

礎力も身に付けることが出来ます。本発表では、この制度を実

際に活用した学生と卒業生からの活動報告も行います。

時間配分

５分 教育ネットワーク中国取組事業の紹介

５分 キャンパスリポーター制度の概要

10分 キャンパスリポーター学生活動報告①

10分 キャンパスリポーター学生活動報告②

10分 キャリア形成としてのキャンパスリポーター活動報告（卒業生）

20分 パネルディスカッション（質疑応答）

ルーム10 一般社団法人　大学コンソーシアム熊本

出展テーマ

地域課題解決のための政策アイデアコンテストの取り組みについて

概要

当コンソーシアムには４つの専門部会がありそれぞれ事業を行

っています。４つの専門部会の１つに「地域創造部会」があり、そ

の活動目的は大学等と行政、産業界、市民等との連携を促進

し、地域のシンクタンクとしての役割を担うことを目的としてい

ますが、今まで十分にその機能を果たせていませんでした。この

ため今年度より、熊本県・熊本市の協力を得て「地域課題解決

のための政策アイデアコンテスト」を企画し、実施に向けて動き

出しました。内容は熊本県、熊本市より地域の課題を提示して

いただき、その課題について各大学等に参加学生を募り、現

在、応募した学生が課題解決に向けた政策アイデアの構築に

取り組んでいるところです。本紹介はまだ途中の報告ですが、同

様な取り組みを実施しておられる全国のコンソーシアムよりア

ドバイスをいただきたいと思います。

時間配分

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（1回目）

10分 質疑応答

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（2回目）

10分 質疑応答

10分
取組事例「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
（3回目）

10分 質疑応答

ポスターセッション
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これまでの単位互換制度の現状と課題を、質的アプローチ（文部科学省等
の政策文書や財団（任意団体の時代を含む大学コンソーシアム京都を指
す、以下同様）が保有するデータ等の分析、財団の単位互換関係者へのイ
ンタビューやトークセッションを通じた関係者の解釈解明）と量的アプ
ローチ（全国の大学コンソーシアム組織や、全国の各大学・短期大学を対
象とするアンケート調査）を組み合わせた混合研究により解明し、単位互
換制度の今後のあり方について提言を行います。

大学のまち・京都の 
コア・バリューの再探究 

単位互換の未来が拓かれるために
山口 洋典（立命館大学）・中元 崇（京都大学）
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単位互換科目の調整や開発が行われているコンソーシアムは限られる

結果6.単位互換事業への現状認識

総体としての科目数はあまり問題とされていない 
一方でバランスが取れていないと感じるコンソーシアムもある程度多い

　 大変 
当てはまる

ある程度 
当てはまる

あまり 
当てはまら
ない

ほとんど 
当てはまら
ない

分からない 未回答 合計

単位互換科目数に不足を感じる 1 6 17 6 2 9 41

単位互換科目の加盟校間負担バラン
スが取れていないと感じる 
（例：一部の加盟校の科目に受講者が集中）

6 12 11 2 1 9 41

既存の単位互換科目の内容に関し、
加盟校と何らかの調整を行うことが
ある

2 9 7 11 2 10 41

コンソーシアムとして新規科目のコ
ーディネートを積極的に行っている 
（講師・内容・開設校の調整等）

1 7 8 15 1 9 41
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2022  2  27  13:30~16:00
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興味深いお話をありがとうございました。 
各大学にはカリキュラムポリシーがあり、そのポリシーに則っ
た授業デザインや内容を考える必要があると私は考えていま
す。複数の大学が教養科目を共有する際、各大学のカリキュラ
ムポリシーとの整合性はどのようにされていますか。 

＜H.Aさん（京都外国語大学）＞

シンポジウム2
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（清水先生へ）筑波大学を卒業・修士修了してから、いくつか
の私大・国立大での教育経験の課程で、共通教育組織の改組も
経験してきました。母校と比較してずっと困惑しているのです
が、一般教育・共通教育を大学全体にどう位置づけるかは、ま
だ過渡期にある大学が多いように実感しています。教・教分離
についても、特に小規模大学では検討の外にあるかと思いま
す。「地域立大学」のようなスケールメリットのもとで、よう
やく示された姿が達成されるようになるのでしょうか。現在の
大学の多様性から見て、トップダウンの連携・統合からはじま
るのか、科目間連携のボトムアップからはじまるのか、それと
も同時に起こっていくのか、いまのところの移行シナリオの見
解をお聞きできたらと思います。 

＜S.Kさん（北陸大学）＞

シンポジウム2
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清水先生へのご質問 
「一般社団法人大学アライアンスやまなし」で、大学間で具体
的なメリットが生まれる取組推進を展開される観点から、大学
間連携組織「大学コンソーシアムやまなし」について、もしよ
ろしければご教示ください。 
（１）県下全域を対象とするコンソーシアムの存在意義と役割
は何において発揮されるとお考えでしょうか。山梨大学におい
て、大学間連携推進法人と異なるメリットや効果、コンソーシ
アムの必要性はどのような点におありでしょうか。 
（２）山梨大学にて「大学コンソーシアムやまなし」に科目提
供されている「単位互換科目」と「大学アライアンスやまな
し」での提供科目について、設定方法の違い等はございますで
しょうか。 

＜N.Kさん（大学コンソーシアムひょうご神戸）＞

シンポジウム2
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（藤田さん） 
現在の大学生はシラバスの義務化の頃から、かなり勉強をする
ようになってきている。 

＜M.Yさん＞

シンポジウム2
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瀬崎さんへ：大学での教育目的はどのようなものと考えているかを教
えてください。大学教員を目標とする学生がもっている大学のイメー
ジを知りたい意図です。＜Y.Kさん＞

シンポジウム2

現時点の私なりの考えとしましては、大学教育の目的は、学生の専門
的な知識・技能、汎用的な能力を養うことだと考えています。 
◎専門的な知識・技能に関しては、学生が学びたいことを追求できる
場。 
高校までは、自分の興味関心を追求する時間はなかなか取れません。
各学問分野の見方から社会への見方をひろげることが大切になるので
はないでしょうか。 
◎汎用的な能力に関しては、社会に接続する最後の砦としての教育の
場。 
知識をどう活用するか、どのように表現するか、といったときに汎用
的な能力が必要になると考えています。 22



皆様の発表、大変に興味深く拝見しました。その上で、私の大
学教員としての迷いは「就活」です。先日も、コロナ禍で入学
した２年生から「大学生になった、大学で学んだという実感が
ないままに、就職、卒業後の進路と追われる。これが大学なの
か」と言われました。各大学では、就活と、大学での学びを、
どのように整合性をとっているのでしょうか。 

＜Y.Rさん＞

シンポジウム2
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「科目・教養・教員の未来」として、リカレント教育をどのよ
うにとらえておられますか。 

＜T.Yさん＞

シンポジウム2
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島根大学医学部5年のTと申します。 
皆さんのお話から多くの気づきを頂戴しました。ありがとうご
ざいます。少しずれた内容になってしまうかもしれませんが、
一点質問をお願いします。 
いまの社会では短期的かつ数字に表せるような成果が求めら
れ、大学教育の場に余裕がないのではないかと感じています。 
特に専門資格を養成しなければならない場合に、専門教育に比
べて教養を含めた大学教育の優先度が低くなっているのではな
いでしょうか？皆さんのお考えをお伺いできると幸いです。よ
ろしくお願い申し上げます。 

＜T.Aさん（島根大学）＞

シンポジウム2
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